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【本領域の目的】 

 本領域はヒューマンネイチャー(人間本性)の理
解を可能とするニューロ・オシロロジーを創成す
る。オシロロジーは、先端的な実験研究に裏付け
られた神経科学知と、複雑系としてのヒトを不分
離の統合システムとして捉える非還元論的思考の
二つを融合して「ヒト脳」に切り込む新しい実践
的学知である。我々は、神経系の集団発振現象と
同期化が機能分化と自己組織化の場であるという
作業仮説を共有するとともに、実験研究データベ
ースも共有する有機的な連携によって、神経科学、
数理科学、臨床医学の融合した新しい学問領域「オ
シロロジー」を創成し、ヒューマンネイチャーの
数理的・システム神経科学的理解を実現する。 

【本領域の内容】 

3 つの計画班グループによる環を形成し、相互

に連携しつつ研究活動を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 領域推進の基本戦略は探索、理論、臨床介入の

三本立てである。A：探索（新規の集団発振現象の

探索）、B：理論（データ対話的な数理モデル構築）、

C：介入（介入による発振制御と臨床応用）の３つ

の研究項目が融合的に連携し、神経細胞、動物モ

デル、ヒト臨床研究という多様な実験研究と解

析・モデル化を行う。A グループは、細胞内現象、

霊長類・げっ歯類モデル、ヒト脳直接記録、そし

てヒト脳システムの先端的計測といった各班の取

り組みから、多次元・多階層での新規発振現象を

探索する。B グループは非線形振動・発振を伴う

多次元・多階層の神経ネットワークの機能分化と

自己組織化の数理モデルを推定・構築する。C グ

ループは動物における遺伝子操作や光遺伝学での

発振現象への介入、ヒトでの非侵襲的脳刺激法に

よって、動的な神経ネットワークの人為的制御お

よび神経精神疾患などのネットワーク病態への治

療的介入や神経再組織化の誘導を研究する。 

 オシロロジー創成には、実験と緊密に結びつい

た理論研究（B 理論班）が不可欠である。また、

実験研究には、非線形な生命現象に対する観察研

究（A 探索班）と、臨床データも含めた介入実験

研究（C 介入班）の 2 つが必要で、それぞれにつ

いてヒトおよび動物モデルでの計画研究が求めら

れる。概念図に示すとおり、B 理論班が構成論的

に model-based 実験計画を立案し、A 探索班と C

介入班が協力してモデル検証を行う流れで研究を

推進する。また A 探索班が発見した非線形集団発

振現象を B 理論班が数理モデル化し、C 介入班が

発振現象制御実験を行う。また C 介入班が開発し

た発振制御技術について、A 探索班がその効果を

記録解析し、B 理論班のモデルの妥当性を検証す

る。このような 3領域間の循環的相互作用の形で、

本領域の主要な共同研究を推進する。 

【期待される成果と意義】 
 オシロロジーの観点に立つことで、我が国での
重要な健康課題である認知症、てんかん、パーキ
ンソン病、統合失調症などの神経精神疾患は、還
元論的に遺伝子変異や神経変性とだけ見なされる
のではなく、自律的脳ネットワークの動態的な機
能不全すなわち「ネットワーク病」として理解で
きるようになる。さらに本領域が発展すれば、オ
シロロジー研究者の中から、非線形集団発振現象
の数理モデルに基づいて、革新的な神経精神疾患
制御手法を科学的に設計する「臨床数理科学者」
が生まれることが期待される。 
 一方、心理学・人間科学を含めた人間本性を理
解する研究の文脈上においても、発振現象の視点
からの理解が貢献できると予想される。例えば、
人は常に合理的な判断をするのではなく、時とし
て非合理な判断をし、それが社会・経済の変動を
生起させる。このような非合理さを、ヒト脳が生
み出すミクロからマクロまでの発振レベル(神経
細胞の 100Hz 以上の活動から概日リズム･性周期
などの日・週以上のものまで)の現象と関連付け、
その非線形な性質からヒトの行動に関する新たな
理解の基盤を導くことができると期待される。 

【キーワード】 
 脳•神経、ソフトコンピューティング、複雑系数
理学、脳神経疾患、生理学 

【研究期間と研究経費】 
 平成 27 年度－31 年度 
    1,149,700 千円 

【ホームページ等】 
http://www.nips.ac.jp/oscillology/ 
oscillology@nips.ac.jp  


